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第 3 章では，高速イオンのリップノレ磁場中での無衝突挙動を考察している。従来 荷電粒子はクーロ
ン散乱によりリップルに捕捉されたり， リッフ0)レから離脱するものと考えられてきたが，さらに加えて，
無衝突的にリップルに捕捉されたり離脱する過程の存在する乙とを見出しこの過程が高エネルギーイ
































(2) リップルによるロスコーンは 直接リップル捕捉領域のみと考えられてきたが リップ。ル・ウエル
の存在する領域内に粒子の全軌道が内包されるような速度空間が実効的ロスコーンを形成する乙とを
見出している。
(3) 核融合炉規模の大型装置では 準垂直中性粒子入射加熱で発生する高速イオンの損失は， リップル
損失が支配的となり，損失を全入射パワーの 1 0 箔以下に抑えるには最大リ、y フ。ル率九< 0.5 玖入
射角条件 190 -ﾘinj 1> 200 を満たす乙とが必要である乙とを示している。
(4) リップ。ノレ捕捉損失粒子は真空容器第 1 壁上の限定された領域に流入するため局所的な熱負荷を与え，
実炉規模の装置では 1 MW/m2 fC達すると指摘している。
-440 一
(5) 核融合反応生成の粒子の閉じ込めについては，従来の理論的検討から，装置の最大許容リッフ。ル率
が 0.3 %程度であると考えられてきたが，本研究の結果， 1 猪程度のリヴフ。ルが許容されることを示
している。乙れは核融合炉のトロイダノレ磁場コイル系の設計条件を大巾に緩和したことになっている。
以上のように，本論文は大型トカマク装置におけるトロイタール磁場リップノレのプラズマ・イオン閉じ
込めに関し，軌道追跡モンテカルロシミュレーションコードを用いて考察を行い， これまで検討不十分
であった磁界リップ。ル効果を解明し，核融合装置・炉設計に不可欠の重要な知見を得ており，核融合装
置工学，及び核融合炉工学に寄与すると乙ろ大である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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